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    腦 膜 透 過 性 ノ實驗 的 研 究

          (第1報)

  實驗 的發熱 ノ腦膜透過性ニ 及 ボス影響ニ 就 テ

        岡山醫 科大學柿沼 内科教室

         龜 山 茂 松

         [昭和8年9月27日 受稿]

        Aus der Med. Klinik der Okayama Medizinischen Fakultat

              (Vorstand: Prof. Dr. K. Kakinuma).

    Beitrag zur Kenntnis uber die Blut-Liquorschranke.

I) Veranderungen der Blut-Liquorschranke bei experimentell

                  erzeugtem Fieber.

                        Von

                 Dr. med. S. Kameyama.

             Eingegangen am 27. September 1933.

   Es ist schon von mehreren Autoren am Krankenbett angenommen worden, dass

das Fieber irgendeinen bestimmten Einfluss auf die Blut-Liquorschranke ausubt, experi-

mehtelle Studien in dieser Frage lagen aber bisjetzt noch nicht vor. Daher unter-

suchte ich an Kaninchen mittels der Walterschen Brommethode die Permeabilitat der

Meningen nach Verabreichung verschiedener fiebererzeugender Mittel, wie Typhus-

vaccin und Tetrahydro-β-Naphthylamin (Thermin), und auch nach dem Warmestich;

die Versuche wurden in folgender Weise ausgefuhrt: Jedem Kaninchen wurden taglich

je 2ccm einer 10%igen Bromnatriumlosung 10 Tage lang fortgesetzt intravenos in-

jiziert; am 6, sowie 10. Bromtage wurden das Ohrvenenblut und das Liquor auf ihren

Bromgehalt untersucht und die sog. Permeabilitatsquotienten von normalen und fiebern-

den Kaninchen verglichen, indem dabei Typhusvaccin (intravenos, je 2ccm) bzw. Ther-

min (subcutan, je 1ccm der 5%igen Losung) bald nur einmal am 5. Bromtage, bald

3mal an jedem zweiten Tage, vom 1. Tage an gerechnet, injiziert wurde.
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    1) Sowohl nach einmaliger als auch nach dreimaliger Vaccin-bzw. Thermin-
injektion zeigte sich eine gesteigerte Permeabilitat der Meningen am sechsten Brom-

tage; diese kehrte bei den nur einmal vorbehandelten Tieren schon am 10. Bormtage

fast zum normalen Stand zuruck, nich jedoch bei den Tieren, die 3 Injektionen erhalten

hatten. Im allgemeinen schien die Permeabilitatssteigerung beim Therminfieber star-

ker zn sein als beim Vaccinfieber.

2) Beim Warmestichfieber war die Permeabilitat nicht nur am sechsten, sondern

auch am zehnten Bromtage erhoht.

    Nach diesen Ergebnissen darf man wohl behaupten, dass die experimentelle Fieber-
erzeugung auf die Permeabilitat der Meningen im steigernden Sinne wirkt.

                                                                 (Autoreferat.)
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   主要文獻

第1章 緒 論

余ハ曩ニWalter氏 臭素法ヲ應 用 シ臨牀上

諸種内科的疾患ノ腦膜透過性ヲ 測定 シ,所 謂

,,Blut-Liquorschranke"ニ ハ諸種 ノ因子ガ

關係 セル モノナルベキ事,殊ニ腦 細小血管 ノ

變性,血液 ノ膠質化學的變 化,網 状織内被細

胞系統及ビ 自律神經 系緊張度,之ニ 關連 シテ

種 々ノ内分泌器 官 ノ状 モガ之ニ 與ルモノナル

ベ シ ト述ベタ リ.サ レド之等ニ 關 シテハ詳細

ナル實驗 テ缺 キ未 ダ闡明 セラ レザル所多 シ.

故ニ 余 ハ諸種 ノ方面 ヨリコレヲ觀 察 シBlut-

Liquorschranke或 ハBarriereノ 本態ニ 就

テ窺知セ ン トシ,先 ヅ「チフスワクチ ン」注射,

「テルミ ン」注射及ビ 温穿刺ニ 因ル發熱ニ 就テ

透過性 ヲ檢索 セ リ.而 シテ臨牀 上竝ニ 實驗的

發熱ニ 際 シテ上述 ノ諸條件 ガー定 ノ關係 ヲ有

スル事 ハ教室諸氏 ノ多方面ノ 研究 ニヨリ(伊

藤,市 村,幅 田,永 山及ビ篠井氏)又 網状織

内被細胞系統 ト發熱ニ一定 ノ關係 アル事(日

下,原 田,三 谷)或 ハ發 熱時血液 ニ一定 ノ變

化 アル事(原 田)ハ 梢 々闡明セラレ,恩 師柿

沼教授 モ體温調節ニハ内分泌腺「ホルモー ン」

ト新陳代謝,皮 膚血管ノ状態,發 汗作 用,植

物神經 系統 ノ興奮ノ關係 ヨリ各種内分泌腺 ガ

單獨ニ 又 ハ相關聯 シテ直接間接ニ 關與 スベ キ

ヲ述 ベラレタ リ.然 ルニ發熱 ガ之等ト 關聯 シ

テBlut-Liquorschrankeニ對 シテ如何ナル關

37



1168 龜 山 茂 松

係ニ 立 ツ モ ノ ナ リ ヤ,Walter, Jakobi-Kolle

Krahl, Rohden, Malamud, Wittgenstein,

Weil氏等ニ 因 レバ變 性徽 毒 患 者 ハ 大 部 分 ニ

於テ腦膜 透過性亢進シ而モ「マラリヤ」熱發作

ガ之ガ治療ニ 當 ッテ偉効ヲ 奏 スルハ發作熱 ガ

該患者ノ腦膜透過性ニ 影響ヲ 及 ボス爲ナ リト

セルモ其 ノ本態ニ 關 シテハ未 グ明カナ ラズ.

余 ハ動物實驗ニ 於 テWalter氏 臭素法ヲ應 用

シ諸種 ノ實驗的發熱即 チ「チフスワク「チン」,

「テルミ ン」注射,温 穿刺 ノ發熱時ニ 於クル腦

膜透過性ヲ 測定 シ一定 ノ成績ヲ 得タルヲ 以テ

茲ニ 報告 セン トス.

 發熱 ト腦膜透過性ニ關スル研究,從 ツテ其ノ文

獻ハ甚ダ尠 ク臨牀的ニハWalter, Mestrezatノ 研

究報告アルノミナリ.WalterハAngina及 ビ心

臓内膜炎患者 ノ8日 間38.0℃ 乃至40.5℃ ノ發熱

ヲ示セルモノニ於テ「ブロームナトリウム」ノ透過

率ヲ測定セシニ其ノ値3.0ヲ 得而シテ腦症状ヲ示

サザル腸「チフス」患者ニシテ熱下降期ニ於テ正常

ノ透過率ヲ見,敗 血症熱(40,0℃)ニ テ透過率2.96

 ヲ得,發 熱38.5℃位ノ 感冐 患者ニ テハ 正常 ノ透 過

率 ヲ示 シ タ リ.

  Mestrezatハ 諸種 傳染病患 者ニ 於テ檢査 セル ニ

 (「マ ル タ」熱,腸 「チフ ス」,肺 炎,Angina)只 中

 樞神經 ノ障 碍 ヲ示 セ ル モ ノニ於 テ ノ ミLiquorノ

Cl含 有量ノ減少ヲ認 メ,熱性疾患ヲ次ノ2型ニ 區

別 シ

  1) Formule des infektion generales sans

    participation meningee dans la periode

    febrile.

  2) Formule d'une reaktion meningee au

    cours d'une affektion febrile.

  即 チ發 熱 中ハ腦 膜反應 ヲ證 セ ラルル ガ如 キ モ ノ

 ニ於 テ ノ ミ腦 膜 透 過 性亢 進 セ リ トナ セ リ.Kant

 und Mannハ 早發 性痴呆 患者ニ 於 テ何 等操作 ヲ

 加 ヘザ ル際 ノ臭素「ナ トリウム」ノ透 過 率 ヲ測 定 シ

 Neo-Saprovitan發熱ニ ヨル影響 ヲ檢 シ タル ニ一

 般ニ 透 過性亢 進 セ ル如キ モ必 シモ然 ラズ.石 橋 氏

 モ之 ヲ追試 セル モ發 熱 ト腦膜 透過 性 トノ關係 ハ未

 ダ ト分闡 明 セ ラ レタ リ トイフ 事能 ハ ズ.故ニ 余 ガ

 更ニ實驗 的ニ檢 索 セ ン トセ ル所 以ナ リ.

第2章 供試材料及ビ實驗方法

 實驗動物 トシテハ體重2000g前 後 ノ強壮ナル成

熟家兎ヲ用ヒ總テ1週 日一定量ノ豆腐粕ヲ以テ飼

養シタル後實驗ニ供セリ.實驗 中家兎ハ自由位ニ

置キ,檢 温時ハ腰部及ビ尾根部ヲ掴 ミテ後肢ヲ少

シク學上スルトキハ測定容易ナリ.家 兎ハ體温調

節不完全ニシテ外氣温ノ影響多ク體温ノ動揺ヲ來

スモノナレドモ外氣ノ温度 ト腦膜透過性 トノ關係

ニ就テWalterノ經驗 セル所ニテハ何等影響スル

事ナキガ如ク,殊ニ 余ノ本實驗ハ春期ノ候ニ行ヘ

ルモノナレバ高温,低 温ノ差著シカラズ,之 ヲ無

視シテ可ナルベ シ.

透過性測定方法トシテハWalter氏 臭素法ヲ家

兎ニ應 用 セ リ.先 ヅ準備 トシテ10%「 ブ ローム ナ

トリウム」溶液2.0cc宛 ヲ毎 日家兎 耳靜脉 内ニ 注

入 シ5日 間連續シ 第6日 目 ノ早晨ニ 血液 及ビ 脊

髓 液 ヲ採 取ス.脊髓 液 ハ家 兎後 頭下 穿刺 ニ ヨ リ約

0.5ccト リ血 液 ハ耳靜脉 ヨ リ採取 血 清 ヲ分離 ス.

血清 ト脊髓 液 トハ各 々蒸餾 水 ヲ以 テ5倍ニ 稀釋 シ

25%ノ 「三鹽 化醋 酸 」 溶液 ヲ以 テ 蛋 白 ヲ除 去 シ

0.5%ノ鹽 化 金溶液 ヲ加 ヘ 一定 ノ標 準液(4乃 至6千

倍 ノ「プ ローム ナ トリウム」溶 液ニ0.5%ノ鹽 化 金

溶液 ヲ加 ヘ シモ ノ)ヲ 以 テBiirkerノ 比 色計 ヲ使

用 シテ檢 査 セ リ.

而 シテ該檢査 家 兎 ニハ 更ニ 「ブ ロ ーム ナ トリウ
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ム」溶液ノ注射ヲ續行シ第10日 目ノ早朝第2囘 目

ノ透過 率ヲ檢ス ル事トセリ.而 シテ第1囘ノ 後頭

下穿刺ニ於テ家兎 ノ頭部ヲ固定セザレバ家兎ハ頭

部ヲ後方ニ引キ腦膜血管ヲ傷害シ脊髓内ニ出血ヲ

 來 シ後半身不隨 ヲ起シテ斃ルルニ至ル然ラズト雖

モ多少 トモ腦血管ヲ障碍スレバ第2囘 目ノ透過率

ニ影響ヲ及ボスガ故ニ脊髓液採取ニ際シ後頭下穿

刺ニハ特ニ此點 ヲ注意セザル可カラズ.

第3章 實驗 成 績

  第1節 正 常 家 兎ニ 於 ケ ル 實 驗

 正常 家 兎ニ 於 ケル余 ノ成績 ハ第1表ニ 於 テ見 ル

ガ如 ク「ブ ローム ナ トリウ ム」溶液 注射第6日 目 ノ

透過 率 ハ平 均1.20(1-11-1.27)ナ リ.先 年遠藤 氏

等 ハpro kg體 重1日量0.03乃 至0.2gノ 「ブ ロー

ム ナ トリウム」 溶液 ヲ經 口的或 ハ靜脉 内ニ 用 ヒ5

日月ニ 脊髓 液 ヲ採 取 シテ檢 セ ル ニ透 過 率平 均1.09

(1.03-1.17)ヲ 得,而 シテ臭 素 ヲ尚 ホ大量 與 へ而

モ何等 「ブ ローム」中 毒症状 現 レザ ル時期 ニハ透 過

率1.88-1.95ト ナ レ リ.余 ハ第2囘 目即 チ「ブ ロー

ム」注 射 ノ初 ヨ リ第10日月ニ ハ透過 率1.121ノ 値

ヲ得 タ リ.

第1表 正 常 家 兎腦 膜 透 過 率

 第2節 「チフスワクチン」注射發 熱ニ

     於 クル實驗

 「チフスワクチン」 トシテハ北里研究所製造 ノ

「チフスワクチン」第2號 ヲ家兎各頭2.0cc宛 耳靜

脉内ニ注射シ體温ノ變動 ト共ニ透過率ヲ測定セ

リ.

   1. 「チ フス ワ クチ ン」1囘 注 射試 驗

 10%「 ブ ローム ナ トリウム」溶液 毎 日2.0cc宛 耳

靜脉 注入 後第5日 目 ノ注 入 ト同 時ニ 「チ フ ス ワク

チ ン」2.0ccヲ 注射 シ翌 朝 血液 ト脊髓 液 トヲ採 取

シテ第1囘 ノ透過 率 ヲ測 定 シ尚 ホ「ブ ロー ム」注射

ヲ續 行 シ第10日 目ニ 第2囘 ノ透 過 率 ヲ測定 シ正

常時 ノ透過 率 ト比較 セ リ.
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第2表 「チフスワクチン」1囘 注射後透過率

 此成績ヲ見ルニ第1囘ニ 於テハ各例ノ値ニ就テ

見ルモ又其ノ平均値ヲ見ルモ正常値ノ平均1.20ニ

比 シテ相當著明ニ透過性ハ亢進セリ.然 ルニ其ノ

後第2囘目測 定ニ於テハP.-Q.平 均1.32即 チ透過

性ハ著明ニ減退セルガ如キモ個々ノ例ヲ見ルトキ

ハ第2例ニ 於テ著シク透過性減退セルノミニシテ

他 ノ3例 ノ平均値 ヲ見 レバP.-Q.ハ1.09ニ シテ先

ヅ正 常値ニ囘 復 セ ル モ ノ ト見 テ可 ナ ルベ シ.

   2. 「チフ ス ワ クチ ン」3囘 注 射試 驗

 「チフ ス ワク チン 」ハ最初 ノ「ブ ロ ームナ トリウ

ム」溶液 注射 ト同 時ニ2.0cc耳靜脉 内ニ 注 入 シ隔

日ニ3囘 之 ヲナ シタ リ.

第3表 「チフスワクチ ン」3囘 隔 日注射後透過率

    體温ハ「ワクチン」第1囘 注射前後ノモノ

 第3表 ヲ見ルニ第1囘 透過率ハ平均1.06各 個々

ノ例ヲ見ルモ透過性ハ亢進セルヲ認ム.サ レド「チ

フスワクチン」1囘 注射ニ比シテ透過性亢進程度

稍々輕度ナルガ如ク而モ第2囘目 ノ透過性ハ正常

ノモノニ比較シテ稍々亢進セルモノノ如 シ.

 第3節 「テルミ ン」注射家 兎ニ於ケ

      ル實驗.

 1.5%「 テ ル ミン」溶液1.0cc皮 下1囘 注射

 植 物神經 系 中交 感神經ニ 作 用 シテ體 温 上 昇 作

用 ヲ來 タス トセ ラル ル交感 神經 毒 タルThermin

(Tebrahydro-β-Naphthylamin)ノ 溶液 ヲ「チ フス

ワクチ ン」1囘 注射 時ニ 於ケル 如 ク 「ブ ロ ーム」注

射 第5日 目ニ 皮下 注射 ヲナ シテ後 透過 性 ヲ測 定 セ

リ.
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第4表 「テル ミン」1囘注射後透過率

 之ニ ヨレバ第6日 目ノ第1囘 透過率ハ各例悉ク

透過性亢進状ヲ示シ第10日 目ニ於テハ 殆 ド正常

値ニ囘復シ殊ニ第3例 ノ如キハ1.29ノ 透過性減

退ノ値ヲサヘ示セリ.

   2. 5%「 テ ル ミン」溶液1.0cc皮 下隔 日3囘

注 射

「テ ル ミン」溶液 ハ「ブ ローム ナ ト リウム」溶液 注

 射ト 同時ニ1.0cc皮 下ニ 注 射 シ隔 日ニ3囘 之 ヲ行

ヘ リ.其 ノ成績 ハ第5表ニ 示 セ リ.

第5表 「テル ミン」3囘 注射後送 過率

    體温ハ「テルミン」第1囘 注射前後ノモノ

 即チ此例ニ於テモ「チフスワクチン」3囘隔日注

射 ト同樣第6日 目ニ於テ殆 ド全部透過性亢進シ第

10日 目ニ於テハ第2例ニ 於テノミ稍々正常ニ囘復

セントスル傾向ヲ認ムルモ他ハ殆ド第6日 目ト同

程度ニ透過性亢進ヲ示セルカ或ハ第3例,第5例

ノ如 ク更ニ亢進ヘノ傾向ヲ示セルモノアリ.

第4節 温穿刺ニ 因ル發 熱ニ 於ケ ル實驗

 温穿刺ハ家兎ノ頭皮ヲ切開シ正中線縫合 ト冠状

縫合 トノ交叉點ニ近ク直徑1.5mmノ 穿孔ヲ頭蓋

骨ニ行ヒ針ニテ1.0-1.5cmノ 深サニ腦底ニ達シ

直チニ拔去シテ皮膚ヲ縫合ス.然 ルトキハ操作後

30分 前後ニシテ體温ノ上昇ヲ始メ3乃 至5時 間ニ

41



1172 龜 山 茂 松

シテ最高ニ達ス.發熱 最高期ハ「チフスワクチン」

注射熱或ハ「テルミン」溶注射熱ノ5乃 至6時 間ニ

シテ温下降シ始ムル ト異リ穿刺熱ハ10數 時間乃

至24時 間或ハ夫レ以上繼續 シテ後下降ス.

第6表 穿 刺ニ 因 ル發 熱 後 透 過 率

 其 ノ成績ヲ第6表ニ就 テ見ルニ第6日 目透過性

ハ殆 ド全部充進シ第10日目 ハ家兎死亡セルモノ

多 ク,例數尠 ク シテ確 タル事 ハ云 ヒ難 ケ レ ドモ依

然 透過 性亢 進状 ヲ示 セ リ.

第4章 總 括及ビ 考按

 實驗 的發 熱 ト腦膜透過性 トニ關 スル上述 ノ

全實驗成 績ヲ總 括的ニ 再記 シ之ニ就 キ簡單 ニ

考按ヲ 試ミ ン トス.實 驗 ノ結果 ヲ一括 スレバ

「チ フスワクチ ン」注射,「 テルミ ン」溶液注射,

穿 刺熱何 レノ場合 ニモ「ブローム」ノ腦膜透過

性ハ 正常時ニ 比 シ亢進 セルヲ 示 セリ.而 シテ

發熱時間ト 透過率 トノ關係ヲ 観察 スルニ 「チ

フスワクチ ン」,「 テル ミン」溶液各々1囘 注

射試驗ニ 於テハ注射後6時 間位ニテハ熱ハ殆

ド降下 スルガ故ニ 第6日 目即 チ翌朝 「ブロー

ム」測定ヲ行 フ トキハ既ニ 熱降下後17-8時

間ヲ經 過 セル時期 ナ リ.穿 刺熱ニ 於テハ穿刺

後24時 間 位ニテ發熱 ハ降下スルガ故ニ 「ブロ

ーム」測定時ニハ殆 ド熱 ハ降下 セリ.「 ブロー

ム」注射第10日 目 ニハ既ニ 以前1囘 乃至3囘

發熱 セル影響ヲ 見 ン ト企 テタ ルモノニ シテ何

レニ シテモ「ブローム」透過率測定時 ハ熱ハ 既

ニ降下 シ或 ハ降下 シタル後數 日ヲ經過 セリ.

 今余 ノ成績ヲ 見 レバ「チフスワクチ ン」,「テ

ルミ ン」溶液1囘 注射ニ 又穿刺熱 家兎ニ於テ

第6日 目ノ透過性 ハ殆 ド總テノ例ニ 於テ亢 進

シ「ワクチン」,「テルミ ン」溶液注射後ハ第10

日目透過性 ハ寧 ロ正常ニ囘 復セン トスル傾 向

ヲ示 セルモ「ワクチン」,「テルミ ン」溶液3囘

連續 注射及 ビ温穿刺ニ 於 テハ第10日 目「ブロ

ーム」透過性 ハ依然亢 進状態 ニアルガ如 シ.

 由來「チフスワクチン」モ「テルミン」溶液モ共ニ

生體ニ對 シテハ毒作用ヲ有スルモノニシテ 「チフ

スワクチン」ハ温中樞ヲ刺戟シテ發熱セシメ,「テ

ル ミン」ハ主 トシテ交感神經毒 トシテ作用スト謂

ハル.又温穿刺ハHirsch und Rollyニ 依 レバ専ラ

含水炭素代謝ニ關係アルモノトセラレタレバ,同

ジク發熱ハ發熱ナレドモ其ノ發熱ノ原因ニ依リ又

發熱ノ結果第二次的ニ惹起セラレタル生體 ノ變調
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殊ニ 血液 ノ膠質化學的状態,網 状織内被細胞系統,

植物神經系ノ状或ハMestrenatノ 所謂Formule

d'une reaktion meningee au cours d'une affe-

ktion febrile.モ ガ關與セルモノナルベキカ.教

室原田氏ハ温刺,「 テルミン」,「ワクチン」熱ノ順

序ニ血液膠質不安定性ヲ増加シ之 ト大體平行シテ

Acidosisノ 起ルヲ證明セリ.Acidosisガ腦 膜透

過性ヲ亢進セシムルガ如キ傾向アル事ハ余ガ曩ニ

臨牀上ノ檢査成績ニ於テ認メ タル所ナルガKant

und Mannニヨ レバ腦膜 ノ透過性如何ハ血漿膠

質ノ安定ナリヤ不安定ナリヤニ係ルコトヲ論ジ血

漿膠質 ノ安定ナルトキハ透過性減退シ不安定ナル

トキハ透過性亢進ス.而 シテ血漿膠質ノ状態ハ赤

血球沈降速度ニ關係ヲ有スト.和 田豊種博士ハ麻

痺性痴呆患者ノ赤血球沈降速度 ト「マラリヤ」療法

ニ就テ研究シ一般ニ麻痺性痴呆患者ニ於テ赤血球

沈降速度 ノ増進セルモノハ其ノ豫後比較的不良 ニ

シテ「マラリヤ」療法ニ於テ「マラリヤ」發熱期ハ赤

血球沈降速度ハ増進スレドモ後ノ時期ニ至レバ沈

降速度ハ減退スルニ至ル.而 モ其ノ沈降速度ヲ減

ゼザルモノハ,豫 後不良ナリト述ベ タリ.Haup-

tmann, Walter,石 橋氏等ガ同樣麻痺性痴呆患者

ノ腦膜透過性ヲ「ブローム」法ヲ以テ檢セルニ「マ

ラリヤ」發熱期中ハ透過亢進シ發熱期終了後漸次

透過性減退スルニ至ルヲ證明セルガ然ラバ發熱 ト

赤血球沈降速度從ツテ又腦膜透過性 トノ間コハ何

等カ一定ノ關係アルガ如キ觀アリ.

 網状織内被細胞系統 ト發熱トヲ考フルニ教室藤

田,藏 本氏ハ「テルミン」溶液,「 ワクチン」注射温

穿刺熱 ノ實驗的發熱時ニ於ケル網状織内被細胞系

統 ノ状ヲ鐵糖注射ニテ檢セルニ「ワクチン」「テル

ミン」溶液ニヨル熱上昇期ニハ注入セラレタル鐵

糖 ノ血流ヨリノ消失速進セラレ即チ網状織内被細

胞系統機能ハ多少増進セラレ熱下降期ニ於テハ著

明ナル機能減弱ヲ來セルヲ見温穿刺 ノ際ニハ熱下

降期ニハ更ニ著明ニ機能減退セルヲ見 タリ.伊藤,

藏本氏ハ發熱ノ初ヨリ10時 間以上ニ亙 リ非經口的

ニ卵白ヲ注入シ沈降素反應ヲ以テ血流ヨリノ消失

スル状ヲ見網状織内被細胞系統 ノ機能ヲ檢セルニ

正常時ニ比シテ其ノ消失遲延 シ即チ網状織内被細

胞系 ノ機能減弱セルヲ見 タリ.Adler u. Reimann

上田,原 田氏ガ諸種疾患患者ニ就テ檢セルニ發熱

患者ハ健康人ニ比較シ其 ノKongorot-indexハ 大

ニシテ即チ網状織内被細胞系統 ノ機能減弱セルヲ

見タリ.

 又教室伊藤氏ハ網状織内被細胞系統機能ニ關係

アル補體作用及ビ血清殺菌力ヲ發熱時ニ檢索シ體

温上昇時ハ之等ノ作用増強シ熱持續時又ハ下降ニ

際シテハ作用減弱セルヲ認 メタリ.即 チ發熱下降

期ハ何レモ網状織内被細胞系統ノ機能減弱セルノ

傾向ヲ認ムル事ヲ得ベシ.網状 織内被細胞系統 ト

Schrankeノ 機能 トノ關係ニ就テハ更ニ報告スル

所アルベキモ發熱 ト網状織内被細胞系統從ツテ發

熱ガ直接間接ニSchrankeニ對 シテ何等カノ影響

ヲ及ボスハ明カナリ.

 要 之發熱 ハ其 ノ原因 ノ如何ニ 關 セズ一 般 ニ

腦膜透過 性ヲ亢 進 セシム.之 恐 ラク發熱 夫 レ

自體 ノ爲ニハ非 ズシテ發熱 ノ爲ニ 惹起 セラレ

タル生體 ノ變調 ガ重要ナル役 目ヲ演 ズル モノ

ナルベシ ト信ズ.

第5章 結 論

余ハ家兎ニ 於テ 「チフス ワクチン」,「テル

ミン」溶液 注射,温 穿刺 ニヨル發熱ニ 於テ

Walter氏 臭 素 法ヲ 以 テBlut-Liquorschranke

テ檢 査 シ次 ノ結 論ヲ 得 タ リ.
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 1. 「チ フスワクチ ン」1囘 注射及 ビ隔 日3

同注射發熱 家 兎ニ於テハ 「ブロームナ トリウ

ム」溶液注射第6日 目ノ檢査 ニ於 テ一般 ニ腦

膜透過性 ハ亢進 シ第10日 目ニハ3囘 注射發

熱 家兎ニ於テハ依然透過性亢 進 シ1囘 注射發

熱家 兎ニ於テハ正常透過率 ニ囘復 セ ントスル

ノ傾向 アルヲ認 ム.

 2. 「テル ミン」溶液1囘 注射及 ビ隔 日3囘

注射發熱 家兎 ニ於テハ「ブロームナ トリウム」

溶液注射第6日 目ニハ一般 ニ腦膜透過性亢 進

シ隔 日「テル ミン」3囘 注射發熱家兎ニ於 テハ

「ブローム」注射第10日 目 ニハ依然透過性ハ

 亢進シ「テル ミン」1囘注射發熱家兎ニ於テハ

稍々正常透過性ニ囘復スルガ如 シ.

  3. 温穿刺ニヨル發熱家兎ハ大體「テルミ

ン」隔日3囘 注射家兎ニ於ケル腦膜透過性ニ

相似 セル成績 ヲ示 セリ.

即 チ實驗的發熱時ニハ一般 ニ腦膜透過性亢

 進 シ「ワクチ ン」,「テル ミン」隔 日3囘 注射發

 熱 及 ビ温穿刺熱家兎ハ發熱後數 日ハ透過性亢

進 セ リ.

   掴筆 スルニ當 リ始終御懇篤ナル御指導ト御校

  閲 ヲ賜ハ リタル恩師柿沼教授ニ深謝ス.
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